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ミツカン水の文化センターが 2011年 9月から続けている「里川文化

塾」。これまでの開催で培ってきたフィールドワークなどの体験型イベン

トのノウハウをまとめました。

開催当日に巡ったルートマップや見所を解説したガイドをPDFとしてダ

ウンロードできます。それを片手に、実際にフィールドを歩くことで、その

土地と暮らしの結びつきから「使いながら守る水循環」を体験できる情

報をそろえました。ぜひご活用ください ！

【公開中のルートマップ&ガイド】

01 歩いて知る二ヶ領用水〈第5回里川文化塾　二ヶ領用水フィールドワーク〉

02 日野・向島用水エリアを巡る〈第9回里川文化塾　水の郷・日野を歩く〉

03 荒川・岩淵水門周辺のまち歩き〈第10回里川文化塾　船でゆく荒川〉

04 源流から野川をたどる〈第11回里川文化塾　野川を歩く〉

05 浅川の治水と八王子巡り〈第14回里川文化塾　大久保長安・八王子の治水とまちづくり〉

06 雨水利用施設を巡る墨田区まち歩き〈第15回里川文化塾　拡がる雨水利用〉

「ボノボ」という類人猿をご存じでしょう
か。サル目（霊長目）ヒト科チンパンジ
ー属に分類され、アフリカ中央部の赤
道付近に広がるコンゴ盆地に住んでい
ます。チンパンジーとよく似た外見をし
ていますが、オスが好戦的なチンパンジ
ーに比べて、性質はとても穏やかで争
いの少ない社会をつくっています。実
は、この両者を分けた要素の 1つとし
て水（コンゴ川）があります。ボノボや
チンパンジー、ゴリラ、ニホンザルなど
野生霊長類の生態と行動を研究してい
る古市剛史さんに、ボノボと水のかかわ
り、さらに平和的な生態とそれを可能に
している理由についてお聞きしました。

古市 剛史 さん
ふるいち たけし

京都大学霊長類研究所

教授
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ミツカン水の文化センター　ホームページ コンテンツ紹介

自分でも開催 ！ 里川文化塾
http://www.mizu.gr.jp/bunkajuku/know-how/index.html

〈水の風土記〉では、魅力あふれる独自の「水の文化」を培っている「人」

や「事・場」をお訪ねして、そこで行なわれている研究や活動をホーム

ページで紹介しています。機関誌の特集テーマではなかなか取材できない

「人」や「事・場」を、軽いフットワークでお訪ねするのが特徴です。

「人」をフォーカスしてインタビューするのが、〈水の文化 人ネットワーク〉、

「事（こと）や場（ば）」を掘り下げてレポートするのが〈水の文化 事・

場（ことば）ネットワーク〉です。〈水の風土記〉でご紹介することで、活

動の輪がつながり合うことを目指しています。

随時更新していきますので、どうぞご覧ください。

水の風土記「人ネットワーク」
http://www.mizu.gr.jp/fudoki/

お知らせ

『水の文化』49号の記事について、物部川漁業協同組合さまから「水の文化書誌」p35 
本文 3段目 28行目以降、高橋勇夫著『天然アユが育つ川』（築地書館 2009）の記
述部分について、「著者が提案しています『物部川漁協推薦 天然アユ 100%物部川清
流米』について、物部川漁業協同組合といたしましては、推薦をしたこと、農協さまと
販売の検討をしたこと、および予定はございません」とのご指摘をいただきましたのでお
知らせします。

ミツカン水の文化センター

【最新インタビュー】

ヒトが「ボノボ」から学ぶこと
～コンゴ川を渡った平和主義者たち～

ルートマップとガイドは、基本的に里川文化塾を実施した時点の情
報をもとに作成しています。ご了承ください
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水の文化  Information
■ 『水の文化』に関する情報をお寄せください
 本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水のかかわ
り」に焦点をあてた活動や調査・研究などを紹介していき
ます。

 ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる
地域に根ざした調査や研究がありましたら、自薦・他薦を問
いませんので、事務局まで情報をお寄せください。

■ ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください。
 http://www.mizu.gr.jp/

■ 水の文化 バックナンバーをホームページで
 本誌はホームページにてバックナンバーを提供しています。
 すべてダウンロードできますので、いろいろな活動にご活用
ください。

■ 里川文化塾レポート詳細版は、ホームページで
 里川文化塾のレポート詳細版は、参加できなかった方も楽
しめる内容です。今後の企画についても、順次ホームペー
ジでご案内します。ご注目ください。

発行日
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ミツカン水の文化センターは、時期やテーマに沿ったさ

まざまな「水の文化」にかかわる情報を盛り込んだメー

ルマガジン「里川だより」を配信しています。

「里川だより」では、機関誌の発行や里川文化塾の募集

告知など、センターからの情報をいち早くお届け。1人

でも多くの人にご覧いただきたいと考えております。

メールマガジンの配信をご希望の方は、タイトルに「水

の文化センターメルマガ配信希望」と記載して「tokyo-

of�ce@mizu.gr.jp」までメールをお送りください。

ご連絡をお待ちしております ！

メールマガジン配信中 ！

「里川だより」


